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払
畑

叢
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家
屋
税
の
課
税
標
進
-
…

渋
墨
博
士

貨

幣

数

量

読

に

つ

い

て

・

・
文
學
博
士

経

管

學

ご

経

濟

學

・
・
:

・
・
経
済
畢
博
士

値付

仏
珊

雛

合

理

化

ご
中

央

市

場

の
単

複

制

:

・
経
済
學
士

蹴

ト
了
"

ユヨ
の

キ　

統

計

學

眠
磯
二

つ

の

傾

向

に

就

い

て

:

・
纒
濟
學
士

ボ

ー

レ

の

恐

㎜慌

理

論

・

・
経
済
學
士

雄
杷

録

英

蘭

銀

行

の

職

能

:

.
縄
濟
學
士

月

賦

信

用

の
特

質

:

・
・
:

・

・
縷
濟
學
士

助
.
馳
償

値

論

廉

止

ご
領

格

問

題

の
取

扱

・

纏
濟
學
士

相

關

係

数

の

意

義

・
…

:

…

:

経
済
學
士

酒

税

の

立

替

・
…

:

…

:

・
・
郷
濟
學
博
士

近
着
外
国
経
濟
雑
誌
主
要
論
題

碑

戸

正

雄

山.岡
田

保

馬

一

小

島

昌

太

郎

谷

口

吉

彦

蜷

川

虎

三

静

田

均

有

井

治

今

津

正

二

高

森

晋

益

田

熊

雄

汐

見

三

郎



読

苑

統
計
學

に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
に
就

い
て

第

三
十
巻

六
五
Q

第
四
號

八
八

葺兄

■ヤ・→b

ジ巳

統
計
學

に
於
け
ろ
二

つ
の
傾
向

に
就

い
て

ー

ア

フ
タ

リ

ォ

ン
及

び

ム

エ
ー

ラ

ー

の
統

計

學
を

讀

む
一

蜷

川

虎

統
計

學

が
如

何
な

る
研
究
劉
象

を
有

つ
學
問

で
あ
る
か
に
就

い
て
は
、
從
來
議

論

の
あ
る
所

で
あ

る
。
勿
論

、

學

者

が
自

己
濁
自

の
立

場
か
ら
斯

學
を
如
何

に
規
定

し
や
う

こ
も

、
そ

れ
は
全

く
自
由

で
あ

る
。
併

し
自
由

で
あ

る
か
ら

ざ
云

っ
て
、
そ

の
規
定

さ
れ

把
統
計

學

が
、
眞

に
學
周

的

の
意
義
を
有

つ
か
ご
う
か
ご
云

ふ
こ
ご

、
は

、

全

く
別
個

の
問
題

で
あ

る
。
何
ん

ど
な

れ
ば
、
統
計
學
を

如
何

に
規
定
す

る
か
は
、
既

に
統
計
學

と
籍

せ
ら
れ
て

登
展

し
來

っ
元
學
問

の
歴
史
的
意
義

を
没
却

し
得
な

い
か
ら

で
あ
る
。
少
く

ざ
も
、
現
在

の
統
計
學

は
此

の
學
問

の
登
展
段

階

に
於

て
、
而

も
他

の
學
問

ご
の
聯

關

に
於

て
規
定

せ
ら
れ

て
る
る
か
ら

で
あ
る
。
私

は
此

の
意
味

に

於

て

、
所
謂
統
計

學

が
、
現
在
、
其

の
登
展
過
程

に
於

て
如

何
な

る
學
問
上

の
意
義

を
有

っ
て
來

π
か
、
而

し
て



現

に
、
科

學

の
研
究

領
域

に
於

て
如
何

な
る
意
義

を
有

っ
て
み

る
か

ε
云

ふ
立
場
か
ら

、
統
計

學

の
有

つ
本
質

ご

　

セ

も

も

へ

そ

の
意
味

ご
を
規
定

し
や

う
ε
試

み
π
。
私

は
其

の
場

合

、
統
計
學

の
研
究

樹
象

は
統
計

方
法

で
あ

る
こ
し

た
。

ヘ

へ

も

あ

へ

も

も

も

も

へ

而
し

て
、
統
計
方

法
は

、
大
量
観
察
法

ご
統
計

解
析
法

の
二
個
の
方

法
を
内
容

ε
す

る
も
の
で
あ

る
こ
ご
を

述

べ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

う

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

把

の
で
あ

る
。

統
計

方
法

の

問
題

こ
す

る

庭

は

大
量

及
び
其

の
集
團

性

の
記
載

で
あ
る
。
此

の
目

的
を

果
す
た

め
に
は
、
大
量

観
察
法

ご
統
計
解

析
法

ご
が
密

接
な

る
聯

關

に
於

て
在

存
し

、
統
計

方
法
を
成
立

せ
し

め
ね
ば
な

ら
な

い
。
此

の
規

定

の
限

b

に
放

て
、
統
計

學

は
、
此

の
二
個

の
方
法
を

、
無
關
係
、
燭
立
の
も

の
で
は
な
し

に
、

統

一
あ

る
組
織

の
下

に
、
其

の
内
容

こ
す

べ
き

で
あ
り

、
ま
把
、
そ

う
し
な

け
れ
ば
な
ら

の
。

こ
れ
は
、
軍

な

る

猫
漸

或
は

、
勝

手
な
定

義

で
は
な

い
。
統
計

學

の
登
達

史
を
検

し
、
ま

た
現
在

の
統
計

學

が
、
科
學

の
研
究

.
殊

に
肚
會
科

學

の
研
究
領
域

に
於

て
有

つ
意
義

を
省

み

る
こ
ご
に
依

っ
て
明
ら

か
に
せ
ら

れ

る
所

で
あ

る
。
故

に
、

私
自
身

ご
し
て
は
、
詳
細

な

る
統

計
學
史

の
論
述

ご
、
現
在

の
統
計
學

に
閲
す

る
諸
著
作

の
槍
討

ご
批

判
ご
を

行

ふ

の
必
要
を

認

め
る
。
私

は

、
順

次
、
此

の
目
的
の
た

め
に
、
自
分

の
拙

い
考
を
登
表

し
た

い
ご
思

っ
て
み
る

。
本

稿

も
此

の
意
味

に
於

け

る

一
資
料

の
提

供
を
目
的
こ
し

九
も
の

に
他

な
ら
な

い
。

二

何
人

も
知

る
如

く
、
現
在

の
統
計
學

者

の
立
場
か
ら

は

二

つ
の
傾
向

が
著

し
く
見
ら

れ
る
。
即

ち
、
英
米

の
統

計

學
者

の
著
作

ご
、
猫
逸

の
統
計

學
者

の
そ
れ
ε

に
見
ら
れ

る
顕

著
な

る
樹

立

で
あ

る
。
前
者

に
於

て
、
其

の
問

　

題

ε
す

る
所
は
、
專

ら
私

の
所
謂

、
統
計
解

析
法

で
あ

る
。
統
計

解

析
法
は
、
私
の
既

に
嘗

て
述

べ
た
や
う

に
、

設

苑

.

統
計
學

に
於
け
る
二
つ
の
傾
向

に
就

い
て

第
三
+
巻

六
五

一

第
四
號

八
九

勢 拙稿、経済統計論の性質 に關す る一考察、経潴論叢XXV,4・
菅 財部博士

、壮言統計論綱再版三七頁(註 二⇒参照



読

苑

統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向

に
就

い
て

第
三
十
巻

六
五
二

第
四
號

九
〇

統

計

を

解

剖

分

析

し

て

.
大

量

の
有

つ
安

定

的

な

る
集

團
性

及

び
そ

の
安

定
的

な

る
依

存

關
係

を

求

め
る
方

法

で

あ

る
。
廣

く
知

ら

れ

た

る

団
。
乱
¢
団
の
著

巨

。
ヨ
2

牙

9

u。
叶註

。。号

・。
は
英

米

學

派

の
統

計

學

の
代
表

的

な

る
著

作

ざ

云

っ
て

よ

い
が

、

同

じ
く

団
⊆
冨
の
著

、
諺
営

H葺

。
身

6
臨
。
口

8

9
・
目
げ
8
蔓

O
h
も∩
骨註

巴
8

も

こ
れ

ご
同

列

に
掲

げ

る

こ
ピ

が
出

来

る
。
米

國

に
於

て

q。
韓

闘・・汗

ω
ざ
籍

せ
ら

れ

る
も

の

も

、そ

の

著

作

の
目

的

ざ
し

て
掲

ぐ

る
所

に
相

違

は

あ

る

に

せ
よ

、
そ

の

論
ず

る
範

園

は

.
根

本

に
於

て

恥しd
o
邑

のざ

団
缶
Φ
の
著

ご
異

る
所

は
な

い
ご
断

言

し
得

る

。

　

り
　

ヨ

く

さ

例

へ
ば

囚
ヨ
㎎

U
騨
≦
。
。。
矯
旨
三
9

Ω
日註
島
。
。
ぎ

国
色

建

等

の
諸
著
作
を
見

れ
ば
、
甚

だ
明
瞭

で
あ
る
。
此

の
傾
向

は
殊

に
、
現
在

、
ロフ
グ

ン
系

の
統
計
畢
者

の
著
作

(
イ
タ
リ
ー
、

ア
ラ

ン
ス
、

べ

川
ヂ

ユ
ー

ム
等
)

に
影
響

を
與

へ
て
る
る
が
、
最
近

に
於

け

る
猫
逸

の
統
計
學

に
射

し
て
も
、
殊

に
、
景
気
鍵

動

の
統
計

的
研
究
を

通
じ
て
著
し

い
影
響

を
與

へ
て
る

る
こ
ざ
が
認

め
ら
れ

る
。

い
ま

、
私

は
そ
れ
ら

に
就

い
て
詳
細

に
説
明
す

る
こ
ご
を
目
的

ビ

す

る
も
の

で
は
な
く
、
ラ

テ

ン
系

の
學
者

の

一
代
表

こ
し

て

》
津
巴
一8

の
「
統
計
學
講
義
」
を
紹
介

且
論
述
し

て
見

よ
う

ε
思

ふ
。

現
在

の
佛
蘭

西
統
計
學
界

は
、
其

の
登
表

せ
ら
れ
把

る
統
計

學
書
か
ら
す
れ

ば
甚

だ
寂
寥

た

る
も
の

で
あ

る
。
僅

蝋

に

ベ

ル
ヂ

ユ
ー

ム
の

ガ

ン
大

學

の
講

師

、
ア

ル

マ
ン
・
ジ

ユ
ラ

ン
の
著

作

が

現

在

に
於

て
は

、
最

も

よ

き

塗

考

書

ご

し

て
擧

げ

ら

れ

る

に
過

ぎ

な

い
。

勿

論

、
Q。
一目
㎞睾
臭

し。
梓註

・・昔

二
①
①
け
国
老

曾

9
8

の
如

き

、
或

は

窓
鴛
。
貫

Q。
峠㌣

肝

二
ρ
器

(U
①
ご

冒
佃
島
。
α
。
ユ
9・
コ
。。
弱

し∩
∩す

H
・
。。
の

一
章

)
の
如

き

興
味

あ

る

請
作

の
な

い
で

は
な

い
が
、

こ
れ

ら

を

除

け

ば

、
最

近

の
傾
向

を

知

る

も

の

ご

し

て

は

、

上
掲

の

ア

フ
タ

リ

オ

ン
の
「
講

義

」
を

あ
ぐ

べ
き

で
あ

ら

う

。

ア

フ
タ

リ

オ

ン
の
「
講

義

」
は
、

專

ら

経
済

學

を

研

究

す

る
者

に
ε

つ
て

必

要

な

る
統

計

學

の
知

識

を

授

け

る

こ
ビ

1)
2)
3)
4)
5)

King,ElementsofStatisticalMethod.

Davies,Introduc書iontoEconomicStatistics.

Miエ エ5,StatisticalMethods

Chaddock,PrinciplesandMethodsofStatisヒi(:5

K.eエley,StatisticalMethods.

AlberヒAftalion,Cr}ursdeStatistique,2eeditic・n,Paris,1929.

ドー

罠
斜
鼻
箏
倒
.一

髪

藍

爵
『
卜
1
『
謬

「害
毒
く
一「」
㌧
'
.
.
弥
、、



を

目
的

こ
し
て
み

る
が
、
其

の
容
内

は
全

く
、
統

計

解
析
法

に
終
始

し

て
み

る
。
そ
の
「
講
義
」
に
於

て
は
、
彼

の

統
計
學

に
劃

す

る
見
解
を
深

く
知

る

こ
ご
が
出
来

な

い
が
、
彼

が
統
計
學
を

以

て
諸
掛
學

の
研
究

に
用

ひ
ら

れ
る

ヘ

へ

一
の
方

法

の
研
究

を

目
的

こ
す

る
も

の
で
あ

る
こ
ご
は
明
ら

か

に
述

べ
ら
れ

て

み
る
(
二
頁
)
。
而
し

て
、
統

計
學

は
佛
蘭

西

に
於

て
は

、
他
国
殊

に

ア
メ
ジ
カ
合
衆
國

の
如
き

に
比
す
れ
ば
極

め
て
不
振
な

る
状
況

に
在

る
こ
ご
を

述

べ
、
ア
メ
リ

カ
に
於

け

る
統

計

の
理
論
及
實

際

の
研
究

の
盛

ん
な

る
状
態

を
紹
介

し
て
み

る
所
か
ら
見
て

も
、
彼

が
統
計

學

の
研
究

に
於

て
ア
メ
リ
カ

に
於

け
る
其

の
研
究
殊

に
解

析
法

の
研
究

に
多
大

の
注
意
を
彿

っ
て

み
る
こ

ざ
が
想

は
れ

る
の

で
あ
る
。

「
講
義

」
の
内
容

は
、
第

一
部

に
於

て
、
統

計
解

析
を
第

二
部

、
統
計

法
即
ち

統
計

的
規
則
性
を
説

明
し
第

三
部

に

於

て
,
最
気
強

測

の
問

題
を
諸
説
㌍

引

い
て
紹
介

、

論
癒

し
て

み
る
。
其
.の
個

々
の
問
題

に
就

い
て
菰

に

一
舟
紹

介

し
て

み

る
暇
は
な

い
が
、
経
済
事
象

の
統
計

鮒
研
究

を
試

み

る
者

に
ざ

つ
て
必
要
な

る
統

計
解

析
法

の
問

題
は

、
可
な

り
詳
細

に
説

明

さ
れ

て
み

る
。
帥
ち
第

一
部

に
於

て
説
明

さ
れ
て
み

る
内

容

に
就

い
て
列
翠
す

れ
ば
、
度
数

分
布

、

李
均

、
指
数

、
時
系
列

、
経
済

循
環
期

、
長
期
攣

動
傾
向

,
季
節

的
攣
動

、
分
散
一

偏
差

、
囲
表

注
等

で

ヘ

へ

あ

る
。
而
し

て
第

二
部

に
於

て
は

、
相
關

の
理
論
及

そ

の
計
算

法
を
專

ら
説
明

し
て
わ

る
。
此

の
第

一
部

、
第

二

部

の
講
義

に
依
り

、
與

へ
ら
れ

北
統
計

材
料
を
如

何

に
解
析
す

べ
き
か

の
方
法

は

一
通

り
説
明

さ
れ
、
從

っ
て
此

等

の
方

法

に
從

っ
て
景
氣
豫

測

に
資

す

る
統
計
的
研
究

は
可
能

こ
な

る
の
で
あ

る
。
彼

が
特

に
金
融

上
の
諸

問
題

の
卓
越

な

る
學
者

で
あ
る
立
場

か
ら
す
れ
ば

、
そ

の
研
究

目
的

か
ら
し
て

、
統
計
解

析
法
を
紹
介
す

る
目
的
は
充

分

に
達

せ
ら

れ
て

み

る
様

に

一
慮

は
考

へ
ら

れ

る
。

設

苑

統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
に
就
い
て

第
三
十
巻

六
五
三

第
四
號

九
一

碧冊 ArmandJulin,Pr6cisducoursdesta5istlque,正923.

PrincipesdeStatistiqueTheoriueetAppliqu8e,TomeIet11.

を も 擧 げ る こ と が 出 来 る他 に な ほAndrzLiesse,1'aStatistiqueIV&d.1927

で あ ら う 。



読

苑

統
計
學

に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
に
就

い
て

第
三
十
唇

六
五
四

第
四
號

九

二

併

し
此

の
「
講
義
」
は

二

つ
の
見
地

か
ら
批
判

の
樹
象

こ
な

る
。

一
つ
は
統

計
解

析
法
の
説

明

に
於

て
か

㌧
る
形

式

が
最

も
適
切
委
當

の
も

の
で
あ

る
か
否

か
の
問
題

で
あ

る
。
他

の

一
つ
は
維
濟

學
を
研
究

す

る
者

に
謝
し
て
必

要
な

る
統

計
學

の
知
識
を

授
け

る
場
合

、
軍

に
か

、
る
解

析
法

の
説
明
を
以

て
満

足
し
得

る
や
否

や
の
問
題

で
あ

る

。先

づ
此

の
「
講
義
」
に
於

て

、
個

々
の
問
題

は
可
な

り
充

分

に
而

も
理
解
し
易
く
説
明

さ
れ
て
み

る
。
而
し
て
叙

述

の
形
式

は
、
景
気
観

測
を
最
後

の
目
的

こ
し

て
み

る
關
係

上
、
時

系
列

の
問
題
を

生

こ
し
て
取

扱

ふ

こ
ご
に
留

意

し
て
講

義
を
確

め
て
み
る
そ
の
髄
系

は
、
充
分

に
理
解

さ
れ

8一
。
併

し

、
私

は
、
統
計
解

析
法

の
理
論
的
開
系

こ
し
て

は
、

こ
れ
で
は
満
足
す

る

こ
ご
が
出
來
な
.い
。
何

ん
こ
な

れ
ば
、
非
時
系

列
の
問
題

に
就

い
て
閑
却

さ
れ

て
る

る
所

が
極

め
て
多

い
か
ら

で
あ

る
。

こ
う
し

た
読
明
上

の
形

式

に
就

い
て
問

題

に
す

る
こ
ご
は
、
軍
な

る
形

式

論

に
陥

り

、
意
味

の
な

い
様

に
も
思

は
れ

る
が
、
か

、
る
膿
系

が
充
分

に
示

さ
れ
な

い
こ
ビ
は

、
其

の
反
面

に

.於

て
、
統
計

方
法

論

に
關
す

る
基
礎

的
な

.
指
導
的

な
原

理
を

充
分

に
獲
得
し

て
居
ら

臓
こ
ご
を

示
す

も

の

に
他

な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
此

の
映
鮎
は
多

く
の
統
計

解
析
を
説

明
し

た
統

計
學
者

に
見

ら
れ

る
所

で
あ

り
、
こ
の
こ
ご

は
自

ら
學

ぶ
者

に
ご

つ
て
、
其

の
理
解

に
人
な

る
困
難
を
威

せ
し
む

る
原
因

ε
な

っ
て
お
る
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

弦

に
卑

見

の

一
端
を

述

べ
る

こ
ご

が
許

る
さ
る

、
な
ら

ば
、
私

は
、
統
計

解
析
法

の
原
理
論
は

さ
て
置

い
て

、

具
膿
的
方

法

の
叙
述

は
衣
の
如

く
あ

る
可
き

も
の
ざ
考

へ
ら

れ
る
。

理
論
的

に
は
、
統
計
系

列
は

ぎ
ヨ
。
σq
茜
α
。。豊

島

ご
、
露
仲①
δ
㎎
民

器
膏

・・
の
二
個

に
分

か
た
れ
、
此

の
系

列

の

ヘ

へ

解

析
法
を

論
ず

れ
ば
足

る
。
前

者

に
於

て
比
率

が
問
題

に
な

り
、
後

者

に
於

て
は

、
度
数
分
布

が
問
題

こ
な

る
。



併

し
、
杜
會
事
象

の
研
究

を

目
的

ε
す

る
我

々
の
立
場
か
ら
す
れ
ば

、
具
膿

的
問
題

こ
し
て
與

へ
ら
れ

る
統
計
系

列

に
は
、
時

の
函
激

ご
し
て
與

へ
ら

れ
る
系
列

、
即

ち
、
所
謂

日
日
。
器
官

・・

が
極

め
て
多

い
の
で
あ
る
。
而

し

て
、
我

々
は

、
此

の
時
系

列

の
取

扱

ひ
に
於

て
、
此

の
系
列
を
ば

竃
斤2
。
讐
と

器
腎

。・
に
ま

で
還
元

す
る
必
要

が

あ

る
の
で
あ

る
。
此

の
意
味

に
於

て
具
謄

的
問

題

こ
し
て
は

、
與

へ
ら

れ
だ

る
統
計
系
列
を

ば
、
時
系
列
ε
然

ら

ざ

る
も
の
、
即

ち
非
時

系
列

に
分

っ
て
取
扱

ふ
こ
ご
が
、
統
針
解

析
を
施

す
上

に
於

て
、
理
解
し
易

き

こ
ピ

＼
云

は
ね
ば
な

ら

兎
。
是

に
於

て
、
統

計
解

析
法

の
原

理

論
の
後

に
論
ぜ
・19
る
可
き
統
計

解
析
法

の
具

燈
的
問
題

は
、

非
時

系
列

な
る
統
計
系

列

ピ
、
時
系
列

な

る
統
計

系
列

ピ
を
分

つ
こ
と

に
依

り
、
其

の
研
究
を
始

む

べ
き
で
あ
ら

い
つ

'
o非

時
系

列
を
な
す
統
計

系
列

の
解
析
法

の
問
題

が
右

に
述

べ
だ
意
味

か
ら

し
て
、
理
論
的

に
は

、
統
計
解

析
法

の
根
本
問
題

を
内
容

ε
す

る
。
非
時
系
列

に
於

て
は
、
問

題
は
既

に
述

べ
た
様

に
、
二
個
の
系
列

ぎ
ヨ
。
σq
鑓
α
・。雫

「一〇
ゆ
こ

す
。
帥。
『○
σq
『p
ユ
・。。
「一〇
紛
の
問
題

に
分

か
た
れ
、
前
者

に
於

て
比
率

が
問

題

ご
な
り

、
後
者

に
於

て
度
藪

分
布

が

問
題

ざ
さ
れ

る
の
で
あ

る
が
、
度
数

分
布

に
放

て
は
、
系
列
代
表
値

の
算
定

(
一
般

に
云
ふ
李
均
値

の
算
定
)
系

列
構
造

の
測
度

園
撒
布

度

、
歪

み
、
尖

峰
性

の
如
し
)

の
算
定

、
相
關

の
算

定
等
が
順

次
、
問

題

こ
し
て
考

へ
ら

れ

る
。
時
系

列

に
於

て
は

、

こ
れ
を
非
時

系
列

ε
し

て
取
扱

ひ
得

る
に
至

る
ま

で
解
析
を
行

ふ
こ
ご
に

依
b

、
統

計
法
則

の
誘
導

に
ま

で
進

み
得

る

の
で
あ
る
か
ら

、
叢

に
、
季
節
的
愛
化

、
長
期
攣
動
傾
向

、
循
環
期

、
相
關

の

算

定
等

が
問
題

ざ
な

る
。
勿

論
、
此
等
個

々
の
算
定
値
自

禮

が
、
目
的

ご
な
り
得

る
場
合

も
決

し
て
少

く
は
な

い
。

ア

フ
タ
リ
オ

ン
の
【,講
義

一
に
於

て
は
、

か

、
る
構
成

的
な

る
關
聯

が
充

分

に
、
理
解

し
易
ぴ
、
明
瞭

に
示

さ
れ

説

苑

ヒ
統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
に
就
い
て

第
三
十
巷

六
五
五

第
四
號

九
三



読

苑

統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
に
就
い
て

第
三
十
巻

六
五
六

第
四
號

九
四

て
居
ら

鍛
憾

み
が
あ

る
。
此

の
如
き
憾

み
は
軍

に
ア

フ
タ
リ
オ

ン
の
講
義

に
の
み
見

る
も

の
で
は
な

い
。
内

容
的

に
個

々
の
方
法
は
充
分

に
説

明

さ
れ
て

み
る
に
も
不
拘

、
我

々
が
實
際

に
統
計

的
研
究

を
行

ふ
場
合

に
、
瞬

脅
其

の
方

法
の
適
用
を
誤

る
如

き
は
、
統
計
解

析
法
を
説
明

し
た
多
く

の
英

米

の
著
作

に
於

て
、
此
等

の
膿
系

が
、
充

分

に
説
明

さ
れ
且

つ
與

へ
ら

れ
て

お
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
ビ
思

ふ
。
個

々
の
方
法

に
就

い
て
論
ず

れ
ば
、
幾
多
の

興
味

あ

る
問

題

が
■あ
り

、
ま
た
、
此

の

ア
フ
タ
リ
オ

ン
の
講
義

に
就

い
て
も
、
多

く
の
戚
服
し
一得
べ
き
瓢

ご
不
満

の
黙

ご
を
指
摘
し
得

る

が
、
叢

に
は
夫
等

を
問
題

ビ

せ
す

、
普
通

に
注
意

さ
れ
て

お
ら

搬
右

の
問
題
を
焦
鮎

こ
し

て
見

る
に
ご

膿
め
る
。
恐
ら

く
他

の
機
會

に
於

て
此

の
「
講

義
」
を

他

の
覗
鮎

に
於

て
論
ず

る
こ
ご
が
あ

る
で
あ
ら

,フ

o次

に
、
経
濟
學

を
學

ぶ
者

に
ご

つ
て
、
か

、
る
統
計

解

析
法

の
説
明

の
み
を

以

て
、
統

計
學

の
知
識
を
授
け
得

た
り

ε
な

し
得

る
や
否
や

の
問
題

で
あ

る
。

私
見
を

以
て
す

れ
ば

、
否

ご
答

へ
ざ

る
を
得

な

い
。
蓋

し
、
統
計

の
利
用

は
、
経
済
的
研
究

に
於

て
、
甚

だ
重

要

で
あ
り

、
統
計
解

析
法

の
實

用

は
極

め
て
大

で
あ
る
が
併

し
我

々
は
果
た
し

て
統

計
そ

の
も
の
を

、
斯

か

る
綿

密
な

る
敷

學
的
方
法

に
依
り

、
利
用

し
得

る
や
否
や

ご
云

ふ
疑
問

が
極

め
て
常
識
的

に
與

へ
ら

れ

る
。

「
世

の
中

に
三
個

の
嘘

が
あ
る
。
Z
。
二
£
ρ

碧
目
皿
器

目
o
σq
ρ

Q。
陣卑房

穿

」
ご
云

は
れ

る
位

に

一
般

に
統
計
は
不
信
用

な
の

で

あ

る
。
而

も
軍

に
か

、
る
常
識

的
意
味

か
ら

の
み
で
は
な
く

、
根
分

、
正
確
な

る
統

計
が
與

へ
ら
れ

だ
こ
し
て
も
、

そ

の
正
確

な

る
統
計

は

果
た
し
て
何
を
意
味

し
何
を
語

る
か
、
我

々
は
先

づ
統
計
を

充
分

に
吟
味

し
、
批
判
し
、
そ

の
利
用
限
界

に
於

で
利

用

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
斯

か

る
意
味

に
於

て
、
我

々
は
統
計
解

析
法
を
施

す
豫
備

的
研
究



■

こ
し

て
、
統
計

の
吟
味

ご
批

判

ざ
が
、
至
大
な

る
意
義

を
有

っ
て
み
る

こ
ご
を
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
の

で
あ
る
。
此

の
轡

就
い
て
、
現
在
の
肚
會
輩

の
立
場
言

論
す
べ
き
多
あ

問
題
が
あ
・
が
、
い
ま
は
そ
れ
ら
の
諸
懇

に
鯛

れ
ず
、
か

～
る
統
計

の
吟
味

ご
批

判
ど
は
、
實

に
、
大

量
観
察
法

の
研
究

に
依

っ
て
與

へ
ら

れ

る
も

の
で
あ

る
こ
ε
を
指
摘
す

る
に
ざ

ゴ
め
セ

い
。

而

し

て
、
従
来

の
大

量
観
察

法
は
何
れ
も
統
計

調
査

者

の
立

場
か
ら

の
み
論
述
説
明

さ
れ
、
統
計

利
用
者

の
立

場
か
急

饗

さ
れ
て
お
ら
な
い
。勿
論
大
量
製

法
は
統
計
を
得
・
統
計
方
法
で
あ
る
限
b
・調
書

の
毒

に

於
て
説
明
を
試
み
る
慾

田
然
で
は
あ
・
が
、

一
面
、
碍

を
奨

て
見
れ
ば
、
利
用
者
の
立
崇

ら
も
大
量
饗

法
を
考
慮
著

の
必
要
が
め
・
。
即
ち
、
毒

製

法
の
問
題
を
、
統
計
の
験

義

判
霊

場
か
ら
研
究
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
此
等
の
問
題
は
、
・
・
タ
・
オ
ン
の
「
鍵

」
に
於
て
は
、
全
然
閑
却
さ
れ
て
る
る
の
は
遺
憾

で
あ
る
。
此
等
の
難

は
、
英
米
の
統
計
尊
者
に
於
て
、

展

に
見
ら
れ
・
所
で
あ
る
が
』

。
量

の
団
薯

暴

。
露

脚ユ
ω江
。・。
は
他
の
著

塑
①
口一①・
p
『忌

　

ζ

・。
・登

・及

び

鎮
　

・　

・…

島

a
"
;

ぎ

　

話
等

に

依
り
、
砦

雛

が
除
か
墾

お
・
・』
喜

び
に

・,
・曇

の

〉
・二

三
・…

a
B

・・
。・
・糞

B
一
筆

.彦

於

て
は
、
可
な
り
に
査

観

套

に
就

い
て
留
意
さ
れ
て
る
・
・
長

慧

す
べ
き
で
あ
・
・
殊
に
.切
.量

の
右

の
三
蓋

、
私
芸

に
述

べ
た
藻

に
於
け
・
套

黎

法
の
研
究
剥

用
者
の
立
場
を
考
慮
し
砦

大
量
製

法
の
饗

走

慧

を
彿

っ
て
み
る
・
嘉

認
め
ら
れ
・
.
ジ

ヂ
†

・
の
デ
ュ
・
ン
に
就
い
て
も
右
璽

一巻

に
於
け
、
震

に
於
て
大
量
黎

法
蕎

題
に
・
れ
て
る
・
が
、
充
分
芸

ふ
・
註

纂

な
い
・

(ヂ
;

ン

の
統
計
學

に
就

い
て
は
別

に
詳
論
す

る
筈

で
あ

る
)

設

苑

統
計
學
・
於
け
る
二
つ
の
傾
磨

就

・
て

第

三
+
巻

六
五
七

第

四
號

九
五



読

苑

統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
に
就
い
て

第
三
十
巻

六
五
八

第
四
號

九
六

若
し

、
私
自
身

に
就

い
て
語

る
こ
ε
が
詐

る
さ
る

、
な
ら

ば
、
私
は

、
従

来
統
計

解

析
の
問
題

に
多
大

の
興
味

を
有

っ
て
來

た
が
、
併

し
實

際
問
題

こ
し
て
統
計
學

が
現
在
、
肚

會
科
學

の
研
究

に
於

て
何
れ
に
重
貼

を
有

つ
か

ビ
云

へ
ば
、
寧

ろ
、
統
計
解

析
法

の
重
要
視

さ
れ

る
現
在

の

一
般
傾
向

に
反

し

て
、
私
は
、
寧

ろ
、
大
量
観
察

法

の
問
題

に
こ
れ
を
置

か
う

ご
考

へ
る
。
確

か

に
、
統
計

解
析
法
は
重
要
な

る
意
義

を
有
ち
、
大

量
観
察
法

ご
共

に

並

ん

で
統

計
法
を
組
成

す

る
も

の
で
は
あ
る
が
、
此
等

の
真
髓
的

方
法
は
、
現
在
、
な
ほ
多
く

の
研
究
を

必
要

ご

　

す

る
に
せ
よ
、
兎

に
角

、
或
程
度

の
獲
達
を

途
げ

、
具
膿
的
研
究

に
適
用

し
得

る
可
能
性
を
充
分

に
有

っ
て
み
る
。

然

る
に
大
量
観
察
法

に
至

る
ご
恥
其

の
技

術
的
部
分

は
多
年

の
経

験

ご
研
究

に
よ
b
進
歩
磯
展
を
遂
げ

て

お
る

に

ヘ

へ

あ

せ
よ
、
そ

の
理
論
的
部

分

に
至

る
と
、
新
ら

し

い
肚
會

科
學

の
立
場

か
ら
出

百
す

必
要
が
充

分

に
認

め
ら

れ
る
の

で
あ

る
。
人

口
の
み

が
大
量
観
察

の
客
膿

で
あ

る
時
代

は
既

に
既

に
過

ぎ
去

っ
て
み
る
今

日
、
大
量
観
察

法
の
問

題

は
極

め
て
複
雑

に
な

っ
て
み

る
。
而
も
精

緻
な

る
統
計
解
訴

の
方

法
は
益

々
進
歩
し

て
み

る
。
是

に
於

て
か
、

ヘ

ヘ

へ

我

々
は
斯

か

る
統
計

解

析
の
結

果

が
如

何
な

る
正
確

さ
を
以

っ
て
何
を
語

る
か
は

、
、
た

母
統
計

の
吟
味

ご
批

判

の

完
全

に
行

は
れ

る
こ
ざ

に
依

て

の
み
知
り
得

る

こ
マ
」
で
あ

る
。
ま
た

一
方
現
在

の
肚
會
科
學
殊

に
経
済

學

に
於

て

は

、
現
實
事

態

の
解
剖

ご
分

析

ご
を
極

め
て
重
要

視

す
る
傾
向

に
あ

る
。
而
も

こ
れ
に
答

ふ
る
も
の
は
、
大

量
観

察

法

に
依

る
大
量

並

に
大

量

の
有

つ
集
團
性

ビ
其

の
強
度

の
認
識

に
他
な
ら
な

い
。
是

に
於

て
か
、
統
計
學

は
現

在

の
肚
會
科

學

の
研
究

に
於

て

、
新
ら

た
な

る
意
味

ビ
而
し
て
重
大
な

る
任
務

を
荷

っ
て
み
る

こ
ご

、
な

る
。
此

の
統
計
學

の
現
在

の
意

義

を
理
解

し
な

い
で
、
我

々
の
統

計
學

を
登
達

、
展
開

せ
し
む
る

こ
ご
は
不
可
能

で
あ

る

ビ
窃

に
私

は
考

へ
る
者

で
あ
る
。



三

此
の
意
味
に
於
て
、
飄
逸
に
於
け
る
統
計
學
は
其
の
傳
統
的
意
義
に
於
て
、
大
量
観
察
法
を
統
計
學
の
根
本
間

ユ

リ
け

ロ
リ

題

こ
す

る

こ

ε

は

、

大

に
注

意

す

べ
き

こ

ご

で

あ

る
。

近

代

の

著
名

な

る

統

計

學

者

∩
。
霞
温

言
曽
巻

き

蟹
①
ぎ

の

ω
9
9
け
の
著
作
を
其
の

一
例

ε
し

て
擧
げ

る

こ
ざ
が
出
来

る
。
此
等

の
濁
逸
統
計
學
者

の
統
計
學

に
於

て
は
、
材

料
整

理
の
問
題

ざ
し
て
僅

に
否
均

、
比
率
等

の
問
題

が
論
述

さ
る

、
に
止

り
、
私

の
所
謂
、
統
計

解

析
法

の
問

題
キ

を
扱

ふ
所

は
殆

ん
ご
無

い
ε
云

っ
て
よ

い
。
最
近

の
著

者

こ
し

て
弦

に
紹
介

し
よ
う

ご
思

ふ

ム
エ
ー
ラ
ー
の
暮

も

亦
其

の
例

に
洩

れ
な

い
の
で
あ

る
。
私

が
滋

に
此

の
統
計

墨
書
を
紹
介

す

る
の
は
、

こ
れ

が
猫
逸

に
於

け
る
可
な

り
最
近

の
統
計

學
敷

料
書

ざ
し

て
出
版

さ
れ
セ

が
故

の
み
で
は
な

く
、
濁
逸
系

の
統
計

學

ビ
し
て
極

め
て
徹
底
し

て
み
る

こ
ご

、
、
我

々
の
参
考
書

こ
し

て
可

な
り

に
纒

つ
た
手
頃

の
も
の
で
あ

る
ご
思
は
れ
る
か
ら

で
あ
る
、
而

も

、
此

の
書

が
、
そ

の
論
旨

に
於

て
徹
底

し

て
み
る
限

り
、

い
ま

、
叢

に
、

ア

フ
タ
ジ
オ

ン
の
「
統
計

學
講
義
」
と

劉
立

せ
し
む

る
こ
ご

に
依

り
、
極

め
て
明
瞭

に
、
現
在

の
統

計
學

に
於
け

る
ニ
ッ

の
傾
向

の
著
し

い
嵩
立
を

、
讃

者

の
前

に
展
開

し
よ
う

ご
思

ふ
の
で
あ
る
。

ム
エ
ー
ラ
ー

に
依

れ
ば
、
統

計
學

は
、
肚
會
大
量

現
象

の
数
字

的
記
載

の
手
練
方
法

(<
¢
盛
年
2
)

の
學
問

で

あ

る
。
統
計
學

は
、
彼

に
依

れ
ば

、
数

へ
得

べ
き
泄
會
大

量
現
象

の
學
問

で
は
な
く
、

か

、
る
大

量

の
数
字

的
記

載

の
手
績

方
法

の
學
問
な

の
で
あ

る
。
從

っ
て
、
彼

に
於

て
は
、
所
謂

、
統
計

的
研
究
を
以
て
な
ほ

西
統
計

學
を

組
織
構

成
す

る
内
容

ご
す

る
が
如

き

こ
ε
は
な

い
。
殊

に
彼

の
所

論
を
明

ら
か
な
ら

し
む

る
ど
思

は
れ

る
の
は
、
共

}説

苑

統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向
κ
就
い
て

第
三
十
巻

六
五
九

第
四
號

九
七

1)

2)

3)

4)
於

Conrad,Statistik,IAllgemeine.

Mayer,StatisUkundGesellschafts1¢hre5

彰彰ek,GrmdrissderStatistilこ.

Schott,staistilc.

HeroMoel工er,Statistik,Berlin,Igゴ8.



読

苑

統
計
費

於
け
・
二
つ
の
傾
磨

就
い
て

第
三
+
燈

六
山ハ
o

第
四
號

突

の
明
快
な

る
、
統
計
技

術
の
實
際

的
螢
達

並

に
學
問

こ
し
て

の
統

計
學

の
登
展

を
叙
述

し
た
歴
史
的
記
述

で
あ
る
。

此

の
歴
史
的
記

述
は
極

め
て
簡
軍

で
は
あ

る
が
、
彼

の
立
場

か
ら
極

め
て
明
快

に
説

明

さ
れ
て

お
り
、
從
來

の
濁

逸

の
統
計
學
書

の
徒

に
冗
長

に
し
て
編

年
史
的

の
記
述

に
比

し
て
、
實

に

一
頭
地
を
抜

い
て

鞠
る
ご
、
私

に
は
戚

服

さ
れ
た
の

で
あ

る
。

併

し
、
彼

の
所

謂
「
杜
會
大

量

現
象

の
数

字
的
記
載

の
手
練

方
法
」
を

研
究

す

る
の
が
統

計
學

で
あ

る
ε
云

ふ
、

記

載

の
手
績

方
法

は
、
私

の
所
謂

、
大

量
農

法

に
限
ら
れ

、
統
計
解

析
法
を
今

際

い
だ

も
の
で
あ

る
。

。
エ

レ

ロ
　

ト

ロし

コ

ロ

リ
ぐ

ノ

ル

ち
く

エ

ニ

む

ゑ

ロ

リ

ヨ

ぬ
ぬ

ー
ラ
ー

は
、

彼

の
云

ふ

意
味

に
於

け

る

統
計
學

の
磯
癌
史

に

於

て

二
櫃

¢
遜
喧

を

骨
瓶

婁
導
白
繭
炉

五

一
諺

ユ

　

りゆ

る

的

傾

向

ご
を

擧
げ

て

み

る
。

而

し

て

、
前

者

に
属

す

る

も

の

ざ
し

て

、

囚
5
9
℃
ワ

U
①
鵠
同。。》
oゴ
。
「け匠
Φ
乱
。
.や
国
。
『。
『
①
.層

0
畢
げ
・
期

切
。
乱

・
ざ

く
三
ρ

国
運
ロ
伽

等

を

擧

げ

て

み

る
所

を

見

る

ε
、

所

謂

、
数

理

統

計

論

或

は
統

計

解

析
法

を

論

ず

る
學

者

を

示

し

た

も

の

で

あ

る
。

而

し

て

ム

エ
ー

ラ

ー

の

見

解

に
依

れ

ば

、
数

理
統

計

論

は

人

口
統

計

殊

に

生

命

保

険

に
於

て

僅

に
賞

用

の

あ

る

の

み

で
、
道

徳
統

計

に
於

て
は

其

の
賞

用

極

め
て

少

く

、
経

済

統

計

に
於

て

は
雫

そ
の
賞
用

が
な

い
轟

言

し
て

み
る
が
、
此

の
断
言
は

二

つ
の
誤

解
か
ら
出

登
し
て
み
る
。

一
つ
は
数

理

統
計

論
そ

の
も

の
に
封
ず

る
甚
だ

し

い
誤

解
或
は
無

理
解

で
あ
り
、
他

の

一
つ
は

、
大
量
現
象

の
数

字
的
記
載

が

軍
に
大
量
裂

法
の
適
用
の
み
に
ξ

ま
る
毒

し
蕪

で
あ
・
。
根
本
的
に
云

へ
ば
、
大
量
現
象
の
記
載
そ
の

も
の

に
關

す

る
誤

解

で
あ

る
。
大

量

現
象

ビ
か
或
は
大

量
な

る
も
の
が
、
従
来
、
統

計
學
者

に
依

り
、
確
實

に
、

把
握

さ
れ

て
お
ら
な

い
。
其

の
結
果

は
、
必
然

に
、
其

の
統
計

學

の
展
開

に
於

て
迷
路

に
陥

入

る
の
で
あ
る
。
我

々
は

・
肚
會

の
研
究

に
於

て
、
大

量
を
捉

へ
て
研
究

す

・
が
、
其

の
馨

、
先

づ
第

三

、
大

量
自
艦

の
存
在
を

置)

2

3
4
5
6)

蟹 ・論:oriedesBevolkerrtngswechsitungindieTheoriederB:尭、儲 織 ・・、・i・,・87,,…,

謙 麟'認:、mittlereLebensdauer,istischeMethodcals。轟 轟 ・・isse・・…tt,・g・3.

Czubeτ,DiestatistischeForschungsmethoden.

Keアnes,ATreatiseり 皿Probability.



明
ら

か
な
ら

し

め
る
こ
ご
が
必
要

で
あ
る
。
而

し
て
●次

に
、
大

量

の
有

つ
其

の
集
團
性

の
方
向

ご
強
度

ご
が
問

題

に
せ
ら
れ

る
。
此

の
範
園

に
於

て
、
大

量
観
察
法

は
其

の
要

求
を
満
足
す

る
が
、
而
し

て
此

の
限
b

に
於

て
我

々

は
何
等

、
数

學

的
の
説

明
を
要

せ
な

い
の
で
あ
る
が
、
更

に
我

々
は
、
か

、
る
大

量
の
存
在

、
集
團
性

の
方

向

、

強
度
等

の
安
定
性
を
要
求
す

る
。
或
は
又

、
各

、
集
團
性
間

の
依
存
關
係

の
安
定
性

を
要

求
す

る
。
此

の
要

求

に

劃

し
て

、
大

量
観
察

法
は
何
等
答

へ
る
所

が
な

い
の
で
あ

る
。
荘

に
統
計

解
析
法

の
必
要
を
認

め
ざ

る
を
得
な

い
。

斯

く
し
て

こ
そ
、
冠
會

的

に
そ

の
存
在

の
規
定

せ
ら

れ
た
集
團

即
ち
大
量

の
記
載

が
完
全

に
行
は
れ

る
の

で
あ
る
。

從
來

、
数

理
統
計

論
ご
呼
ば
れ

て
來

セ
も

の
は
、
斯

か

る
統
計

解
析
法

か
、
或

は
此

の
解
析
洪

の
依

っ
て
以

て
基

く

所
の
原
理
を
論
じ
だ
も
の
権

な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ち
、
鴇
〒

ラ
ー
の
聖

・
れ
を
我
々
の
統
計
筈

中
か

ら
除

外
す

る
・扇
ご
は
出
家
な

い
の
で
あ

る
。
此

の

こ
ご
は
、
從
來

、
入
口
統
計

の
研
究

に
於

て
最

も
敷

理
的
方

法

の
用

ひ
ら
れ

た

こ
ご
を

首
肯

せ
し
む

る
。
蓋
し
人

口
統
計

の
研
究

に
於

て
は
、
人

口
な

る
大
量

の
集
團
性

及

び
其

の
強
度

の
安
定

的
な

る
も
の
を
要

求
し
、

こ
れ

が
た

め
に
は
、
統

計
解

析
法

に
依
ら
ね
ば
な
ら

な
か

っ
た
の

で
あ

る
。
而
し

て
此
等

の
研
究
者

に
於

て
は
、
人

口
な

胤
大
量
そ

の
も
の

～
把

握
は
窮
ろ
統
計

の
技

術

ビ
せ
ら

れ
た
傾

向

が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
併

し
乍

ら
、
現
在

の
肚

會
科
學

の
要

求
す

る
所

は
、
輩
な

る
人

口
の
如

く
大

量
の

み
で

は
な

一
、
極

め
て
複
雑

、
繁

多
な

る
大
量

の
研
究

が
問
題

に
せ
ら
れ
、
統
計
方

蒼

し

て
の
大

量
観
察

法
の
問

題

も
軍
純
で

は
あ
り
得

な

い
ご
共

に
、
此
等

の
大

量

の
安
定
的
な

る
集
團
性
及
強
度
を
如

何

に
し

て
求

め
得

る
か
の

問
題

は
著
し

-
薙

、
.
国
警

な

り
、
盆

・
所
謂

、
数

理
統
計

論

の
援
を
必
署

す

・
に
至

っ
た

の
が
現
況

で
あ

る
。

ム

エ
ー

ラ
ー

は

全

く
此

の
現
實

の
事

買
を

見

逃

し

て

み

る

の

で
あ

る
。
此

の
瓢

に
於

て

、

ム

エ
ー

ラ

ー

の
統

翫

苑

統
計
學
に
於
け
・
二
つ
の
傾
磨

就
い
て

第
三
+
巻

杢

二

第
四
號

九
九



読

苑

統
計
學
に
於
け
る
二
つ
の
傾
向

に
就

い
て

第
三
十
巻

六
六
二

第
四
號

一
〇
Q

計
學

に
は

,
忍
は
賛

同
す

る
こ
ご
を
得
な

い
者

で
あ

る
。
護

者
は

、
前
述

、

ア
フ
タ
リ
ォ

ン
の
「
講
義

」
ε
樹

立
し

て
、
著

し

い
見
地
の
相
違

を

、
統
計
學

の
中

に
見

出
だ

さ
れ

る
で
あ
ら
う
。

併
し

、
か

、
る
見

解

の
相
違
を
除

い
て
、

ム
エ
ー
ラ
ー

の
講
ず

る
所

の
統
計
學

の
範
囲
即
ち
大
量
観
察

法

の
限

り

に
於

て
は
、
實

に
良

墾
考
書

こ
し
て
推
賞

す

る
こ
ご
が
出
来

る
ご
思

ふ
。
併

し
、
そ

の
統
計
學

は
、
何

庭
ま

で

も

め

も

カ

も

も
、
傳
統

的
な
燭
逸

統
計

學

を
、
手

際
よ
く
解
説
し
だ

こ
云

ふ
限
ら

に
於

て
良
書
な

の
で
あ

っ
て
、
明

日

の
統
計

へ學

に
暗
示
を

與

へ
て

る
る
も

の
で
は
な

い
。
例

へ
ば
、
彼

の
統
計
學

に
於

て

は
、
全
然

、
現
在
の
吐
會
科
學

ざ
の

関
聯

が
説

か
れ
て

齢
ら
な

い
し

.
ま

ね
.
最

も
根
本
的

な
観
念

で
あ

る
所

の
肚
會

的
藁
囲
即
ち
大
量

或
は
大

量
現

象

に
就

い
て
何
等

の
説
明
を
與

へ
て
居
ら

な

い
。

こ
の

こ
ご
は

、
自
ら

、
彼

の
統
計
學

が
、
可
な

り
明

確
な

も
の

で
あ

る
に
も
不
拘
、
傳
統
的
な

る
統
計
學

の
道
を
歩

ん

で
み
る
原

因

ご
な

っ
て
み

る
の
で
あ
る
。

こ

＼
に
我

々
の

統
計
學

の
研
究

に
至
大

の
興
味

の
あ

る
ご
共

に
、
其

の
任
務

の
人
な

る
こ
ご
を
想
は

ね
ば
な
ら

臓
。

以

上
で
、
私

は

.「
ア

フ
タ

リ
オ

ソ
の
統
計
學
講
義
」
ご

ム
エ
ー
ラ
ー

の
「
統
計
學
」
を
極

め
て
大
難
把

に
紹
介

し

つ

、
現
在

に
於

け

る
統
計

學

の
樹
立

し
た

二

つ
の
傾
向

の
存
在
を
明
ら

か

に
し

把
。
此
等

の
二
個

の
著
作

は
共

に
學

界

の
著
名

な

る
學
者

の
勢

作

で
あ
り

、
我

々
の
學

ぶ
所

の
大
な

る
も
の
が
あ
り
、
斯
學

の
良
墾
考
書

ご
思
は
.れ

る

の
で
あ
る

が
、
私
自
身

の
立
場

か
ら
す
れ

ば
、
既

に
先

に
述

べ
た
如

く
、
統
計
方

法

こ
し
て
は
、
大
量

観
察

法

と

統
計
解

析
法

が
麿

接
な

る
聯

關

の
下

に
統

一
さ
れ

ね
ば
な
ら
す
、
而
し

て
統
計
學

は
か

、
る
統
計
方

法
を
樹
象

ざ

す

る
學
問

で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
此

の
二
著

は
何
れ

も
、
私

の
云

ふ
意
味

の
統
計
學

に
於

て
は

完

全
な
も

の
こ
云

ふ
こ

ご
は
出
來
な

い
の

で
あ

る
。
私
は
更

に
進

ん
で
本
文
中

に
充
分

な
解
決
を
與

へ
な
か

っ
た

問
題

或
は
他

の
機
會

に
譲

っ
た
問
題

に
就

い
て
、
改

め
て
論
じ

て
見
た

い
ご
思

ふ
。

MoellerのStatistikは 本 論 と各 論 の二部 よ り成 る。各 論 に於 て は、大 量 観 察法

が樹 象 に慮 じて 自 ら異 るが故 に、特殊 な る大 量 観察法 を読 明 せ る もので あ る。

故 に各 論 の各部 門 、人 口統 計 、・経 齊統 計等 は此 等の傾城 に於 け る大量 観察 法 の
特殊 な るが故 に成 立す る もの とす る。此 の趾 に於 て もVerfabrenで 一貫 してみ
るこ とが認 め られ る。


